
NDSグループのCSR活動

NDS株式会社

１．はじめに

　NDSグループは『私たちは、す
べてのお客様に「感動」していただ
くために、情熱をもって、信頼の技
術と品質、サービスを提供します。』
という企業理念のもと、持続的発展
を目指すNDSグループのあるべき
姿を追求すべく、「NDSグループ
CSR憲章」を制定しました。
　「NDSグループCSR憲章」では、
NDSグループは、企業理念のもと、
企業の社会的責任を果たし、広く社
会に貢献するため、人権を尊重し、
関係法令およびその精神を遵守する
とともに、７原則に基づき、社員１
人ひとりが、〝自主性″〝積極性″を
もって行動し、NDSグループがス
テークホルダーの皆さまから永く愛
され、信頼され、成長を望まれる企
業グループであり続けるために、企
業理念とCSR憲章を実践するよう
取り組んでいます。

２．コンプライアンスの取組み

・企業倫理ヘルプライン
　コンプライアンスに関する窓口と
して、全従業員から直接通報や相談
ができる社内窓口と社外窓口の「企
業倫理ヘルプライン」を設けていま
す。NDSグループ全従業員に「企
業倫理ヘルプラインカード」を配付
して通報先や利用方法を周知し、自
浄作用の向上・不正リスクの早期発

見に向けて取り組んでいます。
・ コンプライアンス研修とコンプラ

イアンスアンケート調査
　コンプライアンス事案の兆候把握
や早期発見の一助として、2022年
６月にNDSグループ35組織の全従
業員を対象にｅラーニングによるコ
ンプライアンス教育と無記名アン
ケートをセットにした“コンプライ
アンス・ヘルスチェック”を実施し
ました。2,943件のアンケート調査
の分析結果をレポートにまとめ、各
組織にフィードバックを行いまし
た。今後もアンケート調査を継続実
施し、フィードバックが活かされて
いるか現状分析を行っていきます。
・企業倫理の日
　社員１人ひとりにコンプライアン

スの重要性を認識させ、理解度の向
上を図ると同時に、各組織の業務に
密着したコンプライアンス活動のさ
らなる定着化を図るため、毎月15
日を「企業倫理の日」として、CSR
推進室より各事業所に、身近に起こ
りうる事例やタイムリーなコンプラ

NDSグループCSR憲章７原則

１ ．安全性や個人情報・顧客情報の
保護に十分配慮して、信頼の技術
と品質を提供することにより、お
客様に安心と信頼を感じていただ
けるよう活動します。

２ ．公正、透明、自由な競争ならび
に適正な取引を行います。また、
政治、行政との健全かつ正常な関
係を保ちます。

３ ．株主はもとより、広く社会との
コミュニケーションを行い、企業
情報を公正に開示します。

４ ．従業員の多様性、人格、個性を
尊重するとともに、安全で働きや
すい環境を確保します。

５ ．環境保全活動を通じて、かけが
えのない地球を守り、広く社会に
貢献します。

６ ．企業市民として積極的に社会貢
献活動に参加し、事業を通じて社
会の発展に寄与します。社会への
協力、ボランティア活動への参
加、文化・芸術への支援など社会
貢献活動を継続的に実施し、企業
市民としての役割を果たします。

７ ．市民社会の秩序や安全に脅威を
与える反社会的勢力および団体と
は断固として対決します。
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習も行い、通信インフラを支える光
通信について知ってもらい、働くこ
との意義などを中学生に伝えました。
　また、本社ビル近隣にある鶴舞公
園のボランティア清掃や、静岡県の

「天竜川クリーン作戦」や「安倍川
流木クリーンまつり」、岐阜県長良
川の「川と海のクリーン大作戦」に
参加し、清掃活動を通じて環境保全
に貢献しています。

鶴舞公園ボランティア清掃

天竜川クリーン作戦

　そのほか、オレオレ詐欺などの特
殊詐欺被害の８割が自宅の固定電話
への着信から始まっていることか
ら、愛知県警察とNTT西日本様の
連携による特殊詐欺被害の防止に向
けた啓発活動において、NTT西日
本様の故障修理班が実施されるお客
様宅訪問時に啓発チラシの配布と注
意喚起を行う活動にNDSグループ
も協力することとし、今後も地域防
犯への貢献活動に取り組んでいきま
す。

３．ワークライフバランスの
取組み

　NDSでは、社員および社員の家
族のために、安心して仕事と育児を
両立させることができる働きがい溢
れる職場作りに取り組んでいます。
　ワークライフバランス推進の主な
制度では、子供が中学校入学まで取
得できる１日２時間以内の労働時間
短縮制度や、失効となる年次有給休
暇を積立し、社員のワークライフバ
ランスに利用が可能な積立休暇制度
など、出産や育児・介護などのライ
フイベントにあわせて活用できる制
度を法で定める基準を上回る内容で
整備しています。
・男性育休推進の取組み
　NDSは男性育休取得推進の取組
みとして、2022年４月より段階的に
施行されている「育児・介護休業法」
の改正に合わせ、「社員とその家族
の幸せ」を会社として一層サポート
していくため、特に男性社員の長期
間（目標１カ月超）の育児休業取得
を推進するための新たな支援制度を
独自施策として2022年10月より導
入しました。出生予定申請のあった
全社員に「イクメン研修」を実施
し、出生時より８週間以内に利用で
きる育児休暇（有給）５日間の付
与、育児休業時における収入減の不
安解消のため「育児期間に応じた応
援金（一時金）を支給」などの新た
な支援制度の他に、組織トップおよ
び管理職の「意識改革」を図る「イ
クボス研修」を全管理職に実施し、
上司から出生予定申請のあった社員
に「育休はいつから取りますか？通
算で１カ月以上を目標としてくださ
い」と声掛けを行い、男性育児休業
の取得率は100％となっています。
　NDSはテレワークを上手く活用し
た「ハイブリッド型の働き方」を促

イアンス事案を送付し、各事業所の
コンプライアンス責任者より朝礼時
に周知を行っています。
・地域貢献と環境保全活動の取組み
　地域貢献の取組みとして、浜松
NDSでは近隣の児童支援施設と土
砂災害を想定した避難訓練の実施
や、児童を招いてふれあい体験会を
開催し、児童たちに子ども用のフル
ハーネスを用意して高所作業車のバ
ケットに乗っていただき、地上から
の高さを体験する機会を設けて好評
でした。
　豊橋支店では、豊橋商工会議所主
催の「地域のこどもたちのためにな
ることを」という想いから立ち上げ
たビジネスパークに参加し、豊橋市
内の中学校に講師を派遣して、「～光
通信の秘密～」と題して光通信につ
いて説明し、建柱時の写真やケーブ
ルの接続作業、災害復旧工事の様子
や生徒が通う学校までの光の道のり
を写真や体験談を交えながら話をし
ました。光ファイバの融着接続の実

ビジネスパークに講師として参加

2022年９月以前

取得日数 ３日

取得者数 26人

男性育児休業取得状況
（2022年４月～2023年３月）

取得者数 41人

取得率 100％

2022年10月以降（育児支援制度導入以降）

取得日数 ７日以上 14日以上 １ヶ月超 合計

取得者数 ５人 ２人 ８人 15人
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進することで職場環境の整備を行い、
仕事と育児の両立を応援しています。

４．ダイバーシティ＆インク
ルージョン

　ダイバーシティの取組みについて
は、2015年10月に発足した「ダイ
バーシティ推進検討会」において法
対応（女性活躍推進法・次世代育成
支援対策推進法）や各種施策の立
案・改善の取組みを行ってきました
が、今後は多様な人材を受け入れる
だけではなく、その能力を最大限に
発揮できる会社・職場としていくた
めに、2023年２月にそれまでの検討
会を「ダイバーシティ＆インクルー
ジョン（Ｄ＆Ｉ）推進委員会」とし
てリニューアルさせ、以下を活動方
針として取組みを推進しています。

＜活動方針＞

　（１）社員の意識・会社風土の改
革、生産性の向上、制度・環境の整
備を実施し、社員一人ひとりが自ら
の 能力を最大限発揮し、活躍・成
長できる組織づくりを推進します。

　（２）女性活躍、障がい者活躍、
子育て・介護支援、LGBTQ 理解促
進等、各検討テーマ毎に必要に応じ 
ワーキングを設置し連携すること
で、ダイバーシティ＆インクルー
ジョン推進施策を検討・実施します。

・女性活躍推進の取組み
　NDSは女性社員が個性と能力を
十分に発揮でき、いきいきと活躍で
きる職場を目指して取り組んでお
り、2015年に女性社員をメンバー
とする女性活躍推進ワーキング『Ｊ

（女性）ワーキング』を立ち上げ、
定期的に活動しています。
　Ｊワーキング活動では、活躍した
い職域、職場での不安や悩み、乗り

越えてきた解決方法などを共有する
ために女性社員の意見交換会を実施
しました。また、男性育休取得推進
を図るため啓発ポスターを作成して
各職場への掲示や、男性社員の育児
休業に関する意識についてのアン
ケートを全社員に実施し、男性社員
の取得推進にも取り組んでいます。
　2023年度から第３期の新メン
バーでの活動が始まり、10年・20
年後の中長期を見据えた女性社員の
活躍の在り方を考えていく取組みを
進めていきます。

５．スマートワーク活動の取
組み

　育児介護休業法改正や新型コロナ
ウイルス感染症の拡大、介護世代の
増大など取り巻く環境の変化に対応
するために、NDSグループ全社を
挙げて、働く仲間がお互いに助け合

える体制や環境を作るスマートワー
ク活動を実施しています。業務の棚
卸やマニュアル化、フローの見直し
で業務の見える化をすることで、休
む社員の業務を代替できる仕組みを
作ります。この活動を通し、属人化
業務を解消し、将来的には業務の標
準化を経てDX化につなげていける
よう取り組んでいます。
　また、従来環境に配慮し「クール
ビズ」・「ウォームビズ」を推奨して
きましたが、働き方改革の一環とし
て、2021年４月より各自の判断で仕
事に適した服装で勤務する「セルフ
ビズ」の取組みを推進しています。
　建設現場等においては従来どおり
労働安全衛生規則に基づく作業服・
ヘルメット等を着用していますが、
その他従業員については、社員１人
ひとりがTPOを意識したうえで服
装を自ら判断することで、自分で考

【意識改革編】 【育休制度編】

啓発ポスター
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え行動する文化を醸成することを目
的としています。

６．災害対策の取組み

　NDSでは、グループ防災訓練の
新たな取組みとして、コロナ禍の大
規模風水害を想定したリモート災害
対策本部の立ち上げ訓練をおこな
い、本社災害対策本部メンバーと現
地災害対策本部長によるリモート会
議参加の訓練を行いました。
　また、「NDS災害対応ポケットマ
ニュアル」を作成し全社員に配付や
備蓄物品では全拠点に女性向けの非
常備品の配備や発電機を災害時にす
ぐに使用できるよう、写真などで分か
りやすくした使用マニュアルを作成し
配備しました。そして近年多発して
いる豪雨による水害を想定した災害
対策として、浸水被害の可能性のあ
る拠点において防水板（ボックス
ウォール）設置の訓練を行いました。

NDS災害対応ポケットマニュアル

防水板（ボックスウォール）設置

７．SDGsとカーボンニュー
トラルに向けた取組み

　SDGs目標の達成に向けた取組み

として、昨年３月にNDS本社ビル
のホールに併設されているトイレを
どなたにも使いやすいバリアフリー
トイレに改修、今年度は社内ポータ
ル上に〝NDS SDGsポータルサイ
ト″を2022年７月に開設し、各事
業部門の活動内容の水平展開等によ
る推進施策を実施しました。
　そのほか、2023年３月に名古屋
市が設置する“名古屋市SDGs推進
プラットフォーム”に登録し、対外
的なPR活動も展開しています。

名古屋市SDGs推進
プラットフォーム会員証

　カーボンニュートラルについて
は、“2020年度を基準に2030年度ま
でにCO2排出量の42％を削減”を目
標と定め、手始めとして本社ビルの
ほか各拠点ビルで利用している電気
の全量について、中部電力ミライズ
が提供するCO2フリー電気「ミライ
ズGreenでんき」に切り替えまし
た。これにより、電気由来のCO2排
出量が実質ゼロになっています。今
後については、本丸であるガソリン
由来・軽油由来のCO2排出量の削減
に取り組んでいきます。

８．NDSで働く人たちに安心
と安全を

　AED（自動体外式除細動器）に
ついては、救命や社会復帰の点で優
れた効果を発揮する事が社会一般に
広く認知されており、NDSグルー
プの各事業拠点においてもそれぞれ

設置を進めてきましたが、現在で
は、より効率的かつ円滑にAEDを
運用できるかどうかが焦点になって
きています。
　また、2018年に公表された「AED
の適正配置に関するガイドライン」
では、①現場から片道１分以内の密
度で配置する必要がある事、②工
場・作業場、大規模なマラソン大会
等におけるAEDを使用できる環境
を整備する事、③AEDに関する教
育・訓練を充実させる事　等の具体
的な取組みが示されています。
　そこで、2023年度よりAED管理
の主管を本社総務部に置いてNDS
グループ全体の配備状況を把握管理
し、〝片道１分以内″を満たさない
拠点への早期配備を進めるほか、各
事業拠点におけるAEDを用いた救
命訓練を充実していくなど、NDS
で働くすべての人に「いざという
時、きちんと使えるAED」を提供
できるよう、多様な取組みを進めて
まいります。

９．おわりに

　NDSグループのCSR活動につい
て、その取組みの一部を紹介しまし
たが、NDSグループはこれからも
ステークホルダーの皆さまにとって
の価値増大を図るべく、CSR経営
を一層深化させ、コーポレートガバ
ナンス体制を強化しつつ、お客さま
サービスの向上、人財育成と働きや
すい職場づくり、安全への取組み、
環境に配慮した事業活動で地域や社
会との共生を進めてまいります。
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